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Abstract 
In the course of inve3tigation of th日 synthe3isof ethylen巴 oxideby direct 
air oxidation of巴thylenein a fluidh;e:l bed， the authors found that catalysts 
consiste:l. of silver and cobalt， deposited on silica gel， were effective for thi.s 
reaction， and that catalysts which had proper Ag cont叩 tw0111d re3train the 
d巴compositionof ethylene. The al1thors also fOl1nd that if gaseous mixture had 
passeヨthrol1ghtwo or more reactors serially， good conversion of ethylene to 
e;hylene oxide would procead favorably without l1nde3irable side reactions. 
There司ctionvelocities Will'il also determ¥ne:l in the fixed be:l， and the reSl1lts 
wilre comp乱redwith those in the fluidize:l be:l， and as the reSl1lt of which it 
was assl1med that kinetic reaction steps were rat巴d巴terminingin the case of 
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; _ ru _j_ 1 1"" _ CH2-CH2 CH2ニ CH2十1/202 十 28.6kcal (1) 
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CH2-CH 2 + 5/202=2C02+2H20 (3) 
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第 1表触媒活性が定常となるまでの経過 原料ガス流量 :211fh，C再会初濃度:4.5忽
で v '""-つよ f目 r ん阿 !酸化 E 一一一寸一一一一 一 l経過時間 反応温度 戸チレ γへの転換率|以限目人への転換率|酸化エチレシの収率
時間 分 OCi %1 矧 % 
I 10 I 281 I 22. 20 I 28. 40 4 3. 9 
3 30 I 284 I 19.22 22.06 4 6. 6 
一一ι一一塑」 一 1~~~1一一一目三一一1_~_1り豆一一ーし一一三旦豆一一
三主Q_ /__~ __]J_I 18.10 15.00 5 4. 6 
!三一一J旦型 18.41 14.38 56. 1 
l'!_.~___9_Q__1一一一-m- 16.40 12.36 5 7. 1 
※ 
15 月o I 278 I 21. 00 I 18.8o 1 5 2. 8 
18 40 I 274 I 19.40 I 14.22 言7.6 
21 25 I 27ラ I 17.40 I 12.64 I 5 7. 9 
24 雪5 I 277 I 17.80 I 13.31 I 57.2 
※反応を中断して後，再び使用に移る当初一時的に活性の増大をみるが，約5時間てと経過すれば元へ戻るc













































































































































C 3ラ 0.068 
一3
4.24xl0 




































































-150mesh， 目方19，その組成としては Si02 1， Ag 











V OuI，O: 酸化ヱチレン生成の反応速段 Crnole cm-3 sec-1) 
V 002: CO2生成の反応速度 Crno1e cm-3 secっとすればc，Hρの生成に対しては
Sdx 
V 02R.O 訟ーでllN訂 (4) 
CO2生成に対しては






002 = dCl]No) (5) 
第 3表反応速度の決定に必要な実験デ{タ
原料ガス組成;エチレ:/ 4.75ぢ， 空気 95.3% 
転換率
実験番号 i流 最 反応温度
酸化エチレンID:.i酸ザス
I/h 1 oc 1 矧%
K 雪 3.男 1 231 16.4 22.6 
二三j二主I~:::~=I_2: -~t~_:~-
16 " 274 15.6 I :0.4 
第 4表流動層の実験結果
触媒量， 0.8g;原料ガス，C2Hf 4.69%，空気 95.31?o
1 転 助率|
実験番号|流 量 l 反応温度 EL=可五函~-I
I/hl ocl 961 % 
(K4)白 1 1 9.05 280 I 20.::0 I 24.日
LI____cJ・05 240 2ー1 い日L
十 1 -ー 2 1ーしむしhと










2 4 6 8 10 12 
IjNo X lG-4 cm3 • Se0. mole-
' 
第 9図 IjNoとyの関係



















o 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 V 要約
y % 
第1図 yとV002の関係
32 
24 
h更
16 
o 0.4 
第12図
(1)ヱチレンの直接空気酸化による酸
l イヒヱチレン合成用流動触媒として珪酸
グ;J..-に銀及び、コバルトを担持したもの
が有効であることを見出し，種々の触
媒組成についての転換率の測定結果か
ら，担体に対する銀の適度な濃度の場
合酸化ヱチレンの生成のみを促進し得
ることを明らかにした。
(2)流動層に於けるガス流量と触媒量
の制約のための低転換率は数本の反応
管を用いて順次ガスを通ずることによ
って上昇させ得る。この場合生成酸化
ヱチレンの著しい燃焼等は認められな
かった。
(3)転換率と反応速度の実験的図表を
作製して設計上の資料とすると共に，
本法の触媒によるエチレンの酸化反応
は流動層に於ても化学反応の速度が律
速的なることを明かにした。
終りに本研究に対して種々御教示をいたどいた北海道大学工学部岡本教授及び小林助教授，
ならびに木詩文の御校閣をたまわった室蘭工業大学佐藤久次教授に感謝の意を表すると共に，
研究費の一部は文部省科学研究助成補助金によるものであることを附記する。
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